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このたびは　　　　　　　　　　をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みの上、正しく安全にお使いください。

裏表紙の品質保証書に必要事項をご記入の上、この取扱説明書を大切に保管してください。



各部の名称

１

特長

スタンダードシリーズ （大型タイプ）・Ｍ‐ＴｅｍｐⅡ

棚板 （Ｐ．４参照）

デジタルパネル
 （Ｐ．５参照）

温湿度センサー

本製品には製品本体の他に下記の付属品があります。

　 取扱説明書 兼 保証書 （本書）　　　　　　　カギ × ２　　　　　　　　スペーサー （調整用板） ×４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※ＳＤＭ‐７０１‐０１・ＳＤＣ‐１５０２‐０１は除く

付属品の確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庫内湿度０％ＲＨ連続安定保持＆超急速除湿

　　　　　 ウルトラシリーズ　　　　　　  ２台の電子ドライユニット交互運転により連続除湿が可能

　　　　   フィーダーシリーズ　　　　　 フィーダーのまま収納可能　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庫内湿度１％ＲＨ安定保持＆高性能 ・ 省エネ設計

　　　　　 スタンダードシリーズ　　　　 １５０～１，２００ℓまで充実のラインナップ （全７機種）

　　　　   ＨＥＰＡシリーズ　　　　　　　超低湿機能にＨＥＰＡフィルターをプラスして急速クリーンを実現

　　　　　 Ｍ‐Ｔｅｍｐシリーズ　　　　　超低湿機能＋加温機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低温 （２０～３０℃）＆低湿 （１～３０％ＲＨ）

【特注機】　ＵＰＳタイプ　　　　　　　　 超低湿機能に停電対策を備え、停電時の庫内湿度上昇を抑制

【特注機】　パスボックスタイプ　　　 キャビネット前面・後面の両方から収納品の出し入れが可能

① 防湿庫のパイオニアならではの技術が詰まった高性能日本製電子ドライユニットを搭載！

② 省エネ設計
　　日本製電子ドライユニット搭載に加え、最新プログラムのマイコン制御（特許登録済） により究極の省エネ効果を実現。

③ 耐久性抜群
　　東洋リビングの日本製電子ドライユニットは高性能＆高品質で、 長期間安心してご使用いただけます。

④ 特注対応可能
　　ご使用場所やご用途に応じた様々な　　　　　　　　　　 の特注機を製作いたします。

カギ （Ｐ．２参照）

電子ドライユニット
 （Ｐ．８参照）

※ウルトラ・スーパードライ
　 　　　　　 以外は１台搭載

制御基板

センターピラー

左側扉

扉シール板

※製品本体（向かって）左側扉にあるセンターピラー

　 の上下に付いている透明樹脂の　「扉シール板」は

　 気密性を保つために必要な部品です。

　 絶対に取り外さないでください。

扉シール板についてのご注意
 ＳＤＵ‐ １２０４ ‐ ００ ・ ＳＤＦ‐ １７０４ ‐ ００
   ＳＤ‐ １２０４ ‐ ０１



２

ＨＥＰＡシリーズ

電子ドライユニット （Ｐ．８参照）

切替スイッチ 

エアークリーンユニット （下記参照）

ヒューズ

 パイロットランプ付電源スイッチ

スタンダードシリーズ （中型タイプ）

カギ
溝があるところにカギの凸部を合わせ、 押し込みながら回してください

カギが掛かる　　 　　　　　　　　　カギが開く

デジタルパネル （Ｐ．５参照）

温湿度センサー

電子ドライユニット （Ｐ．８参照）

デジタルパネル （Ｐ．５参照）

温湿度センサー

制御基板

ＡＩＲＴＥＣＨ
異常　　強　弱

電源/風量

SS-MAC

強　　　　 弱

エアークリーンユニット切替スイッチの操作について （ＨＥＰＡシリーズ）

「電源 / 風量ボタン」 を押すと、 以下のように作動します。

 　１． 停止状態
 　　　（吹出面運転表示灯ＯＦＦ）

　 ２． 風量 「弱モード 」
　 　　（吹出面運転表示灯ＯＮ）

　 ３． 風量 「強モード 」
　 　　（吹出面運転表示灯ＯＮ）

強　　　　 弱

強　　　　 弱

「電源 / 風量ボタン」 を１回押す。

「電源 / 風量ボタン」 を１回押す。

「電源 / 風量ボタン」 を１回押す。

※停止中は惰性で数秒間、 ファンモーター部が

　 回転を続けますので、 手を触れないようご注意

　 ください。

センター支柱 （Ｐ．４参照）

ＡＩＲＴＥＣＨ
異常　　強　弱

電源/風量
電源/風量ボタン作業順序

電源[切] － 弱 － 強

異常表示灯（赤）　　　　風量表示灯（緑）　　　　電源 / 風量ボタン

切替スイッチ部詳細

カギ （下記参照）



ハンドルカギの施錠について （Ｍ‐ＴｅｍｐⅢ・ クール＆スーパードライ）

１． 扉を閉める時は必ず左扉内側のレバー （上下２ヶ所） を反転させて、 扉が開かないことを確認して
　　 ください （クール＆スーパードライのみ）。

２． 扉を閉めてハンドルを時計回り （右方向） に回し、 固定してください。

Ｍ‐ＴｅｍｐⅢ

制御基板

アジャスター付きキャスター （Ｐ．４参照）

温風ユニット

ハンドルカギ

レバー
上下２ヶ所

ハンドル

ハンドルカギ

３

電子ドライユニット （Ｐ．８参照）

デジタルパネル （Ｐ．５参照）

温湿度センサー

制御基板

アジャスター付きキャスター （Ｐ．４参照）

ハンドルカギ

電子ドライユニット （Ｐ．８参照）

デジタルパネル （Ｐ．５参照）

温湿度センサー

棚板

エアコン室内機

エアコン室外機

電源プラグ （エアコン用）
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製品の設置のしかた

ご使用前の準備

段差

上へ

調整用板

※キャビネットを移動させる際は

　 必ず庫内の保管物を取り出し

　 てから移動してください。

センター支柱の外しかた

●　長い物を収納する際、 センター支柱をワンタッチで外すことができます。

① センター支柱の下側をつかむ

② 手前に引っ張る

※扉を閉める時には必ず支柱を
　 もとの位置に戻してください。

ボールキャッチ調整方法

ドライバー

ボールキャッチ

調節ネジ　　右（ 時 計 回 り ）方向 → 強（締まる）
　　　　　　　　左（反時計回り）方向 → 弱（ 緩 和 ）

アジャスター調整について （Ｍ‐ＴｅｍｐⅢ・ クール＆スーパードライ）

１．ナット①にてアジャスタフットの高さを調整します。

２．ナット②を締め付け、 ナット①をロックしてください。 ナット①
ナット②

アジャスタ
フット

●　水平で、 製品の重量に十分耐えられる場所に設置してください。

　 　水平に見える場所でも凹凸がある場合があり、 扉がずれることが

　 　あります。 その場合は、 キャスターまたは本体（キャスター付き

　　ではない機種）の下に付属の調整用板を挟んで調整してください。

●　本体側面と壁、 背面と壁は２ｃｍ以上の空間を設けてください。

●　横倒し ・ あお向けには設置しないでください。

●　次のような場所には設置しないでください。

　　　 　 ・ 直射日光の当たる場所　　　 ・ エアコンの風が直接当たる場所

　　　 　 ・ 熱器具の近くなど温度が上がる場所　　 　　　 ・ 不安定な場所

　　　 　 ・ 油煙や湯気が当たる場所　　 　　　　　　　　・ ほこりの多い場所

棚受けの設置のしかた

●　下記機種の棚は棚受けを上下に移動して、 お好みの位置でご使用いただけます。

①

②

① 棚受けを差し込みます

② 棚受けを下方向へ押して

　　 固定します

【 棚受けの設置に関する注意 】
　 ・ 棚受けは手前側と奥側で同じ高さに差し込んでください。

スタンダードシリーズ（大型）・Ｍ‐ＴｅｍｐⅡ・ＨＥＰＡシリーズ

① 棚受けを差し込みます

② 棚受けを下方向へ

　　 回転させます

スタンダードシリーズ（中型）



【 設定湿度の変更方法 】

 　１．ＳＥＴボタンを押すと表示部の数値が点滅します。

 　２．設定値アップダウンボタン （△アップ、▽ダウン） で希望湿度に設定します。

 　　　初期設定は１％ＲＨになっております。

 　３．もう一度ＳＥＴボタンを押すと点滅が止まり湿度設定が完了し、 現在の庫内湿度を表示します。

【 連続運転モードの設定方法 】

　 連続運転モードは一定のサイクルで加熱再生を繰り返し、 庫内湿度を性能限界まで下げる機能です。

 　１．表示部が 「Ｆ．ｄ」 （フルドライブ） になるまで、 設定値ダウンボタン （▽） を押します。

 　２．もう一度ＳＥＴボタンを押すと点滅が止まり連続運転モード設定が完了し、 現在の庫内湿度を表示します。

【 湿度アラームランプの設定方法 】

 　湿度アラームランプは、 設定湿度以上の庫内湿度が設定時間を超えるとランプが点滅する機能です。

 　１．設定値ダウンボタン （▽） を押しながらＳＥＴボタンを押すと数値が点滅します。

 　　　設定値アップダウンボタン （△アップ、▽ダウン） でアラームランプ開始湿度を設定します。

 　　　初期設定は 「－－」 となっており、 設定値ダウンボタン （▽） を押すと９９から下がります。

 　２．もう一度ＳＥＴボタンを押すと湿度設定が完了し、 数値と右下のドットが点滅を始めます。

 　　　この点滅している数値がアラームランプ開始時間です。

 　　　設定値アップダウンボタンでアラームランプ開始時間 （分単位） を設定してください。

 　　　初期設定は３０分になっております。

 　３．もう一度ＳＥＴボタンを押すと点滅が止まりアラームランプ設定が完了し、 現在の庫内湿度を表示します。

　　　 （例） 湿度アラームランプ設定値を５０％ＲＨ・ 開始時間設定値を２０分とした場合、 ５０％ＲＨ以上が

　　　　　　　２０分間続いた場合にアラームランプが点滅します。

【 ロックの設定と解除方法 】

 　デジタルパネルＯＮの状態の時に、Ｈ/Ｔボタンを押しながらＳＥＴボタンを３秒以上押し続けると、 現在の

　設定状態で動作し続けます。 ＳＥＴボタンを５秒以上押し続けることにより、 ロックは解除されます。

【 ドアアラームの設定方法 】　※製品発注時オプション対応機能

 　ドアアラームは、 扉を開けた状態が設定時間を超えるとブザーが鳴る機能です。

 　１．設定値アップボタン （△） を押しながらＳＥＴボタンを押すと数値が点滅します。

 　　　設定値アップダウンボタン （△アップ、▽ダウン） でアラーム開始時間 （分単位） を設定してください。

 　　　初期設定は２分になっております。

 　２．もう一度ＳＥＴボタンを押すと点滅が止まりアラーム設定が完了し、 現在の庫内湿度を表示します。

デジタルパネルのご使用方法

湿度アラームランプ　　　　加熱再生ランプ　　　　温度表示ランプ　　　　ＳＥＴボタン　　　　温度表示ボタン

表示部　　　　設定値アップダウンボタン　　　　ＯＮ/ＯＦＦボタン

５





７

ご使用に関する注意点

●　保管物を庫内に入れると一時的に庫内の湿度が上がる場合があります。

●　庫内の湿度が下がり安定するまでに１～２日かかる場合があります。 特に布類 ・ 紙類など水分を
　　含んだ物を入れると、 湿度が安定するまでに１週間以上かかる場合があります。

●　本機は乾燥機ではありません。 また、 多量に水分を含んだ物を乾燥する能力はありません。
　　 濡れた物はよく水分を拭き取ってから保管してください。

●　乾燥剤の加熱再生中は庫外ユニットが開き、 電子ドライユニット及びその周囲が熱くなりますが異常
　　ではありません。 また、 背面に水蒸気が付着することがあります。

●　乾燥剤の再生中やその直後は、 設定した湿度より高くなることがあります。

●　加湿機能は搭載しておりません。 外気の湿度が低い場合、 設定値より湿度が下がる場合があります。

●　温度調節機能はありません。 （※Ｍ‐Ｔｅｍｐシリーズ ・ クール＆スーパードライを除きます）

●　週に一度は庫内の湿度が安定しているかをご確認ください。

●　冷暖房による温度変化や昼と夜の温度差によって庫内湿度は変化します。
　　（温度が上がると湿度は下がり、 温度が下がると湿度は上がります）

エアコン室内機ドレンホースの逆止弁について （クール＆スーパードライ）

室内機ドレンホースからの外気侵入を防止するため、 逆止弁を取り付けています。

外気の侵入は庫内湿度に影響しますので、 絶対に外さないでください。

逆止弁

保管例

　　　　　　　　　　 は庫内湿度を低湿度に制御し、 下記の保管に最適です。

　 ●　各種集積回路 ………………  モノリシック・ＬＳＩ・ＶＬＳＩ・ＵＬＳＩ・バイポーラ・ＭＤＳ・ＣＣＤ・ハイブリッド・ＭＣＭ

　 ●　 ＩＣ・ 半導体パッケージ ……… ＤＩＰ・ＳＯＰ・ＴＳＯＰ・ＳＤＩＰ・ＳＯＪ・ＳＶＰ・ＣＳＰなど各種 ＩＣ・半導体関連

　 ●　光学機器 …………………… 研磨剤光学硝子 ・ 液晶機器 ・ 光センサー測定器

　 ●　時計 ………………………… 腕時計 ・ モジュール ・ 水晶クオーツ部品 ・ 精密仕掛部品

　 ●　液晶関連機器 ……………… プラズマディスプレー検査装置・液晶偏光用トリアセチルセルロース・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 液晶洗浄機器・液晶ディスプレーの仕掛品

　 ●　シリコンウェハー …………･…･･ シリコンウェハー ・ シリコンウェハー研磨時の仕掛品

　 ●　有機材料系基板 …………… ＣＦ・ ポリイミド ・ エポキシ

　 ●　エアロスペース関連品
　 ●　 ＬＥＤの仕掛品

上記以外の製品 ・ 部品 ・ 材料の防湿 ・ 防錆 ・ 酸化防止 ・ 劣化防止 ・ 高輝度保持 ・ クラック対策にも

お役立てください。 但し、 水分の多い物や液体の保管には適しません。

ＨＥＰＡシリーズ

１．電源プラグをコンセントに差し込みます。

２．デジタルパネルをＯＮにします。

３．デジタルパネルで湿度を設定します（設定方法はＰ．５の 「デジタルパネルのご使用方法」 をご覧ください）。

４．製品右下の 「（ＨＥＰＡフィルター用） パイロットランプ付電源スイッチ」 をＯＮにします。

５．エアークリーンユニットが低速運転になっていることを確認してください。

　　「切替スイッチ」 を押すごとに、ＯＦＦ⇒高速運転⇒低速運転⇒ＯＦＦ の順に切り替わります。

　　ＯＦＦでのご使用は除湿性能が悪くなりますので、 通常は低速運転でご使用ください。

　　７日間以上使用されない場合は初期化されます。 停電時 （７日以内） などは自動復帰します。

６．湿度が設定湿度になるまで空の状態で運転してください。

７．湿度が安定しましたら保管物を入れてご使用ください。



●　お手入れの前に電源プラグを抜いてください。

●　汚れは柔らかい布または化学雑巾で拭き取ってください。

●　シンナー・ベンジン・磨き粉・洗剤等は製品を傷める可能性がありますので使用しないでください。

●　月に一度は電子ドライユニット本体に変色がないこと、背面の放熱口にホコリが溜まっていないことを
　　確認してください。

●　電源コードに亀裂や擦り傷がないことを確認してください。

●　電源コードやコンセントにホコリが溜まっていないことを確認してください。

●　１０年を超えてご使用いただく場合は、 安全のため確認頻度を増やしてください。

お手入れ

除湿運転のしくみ

１．湿度設定に応じて乾燥剤の加熱再生を行います。
　　このとき庫外シャッターは開き、 乾燥剤に吸着した水分を庫外
　　へ排出します。 その際、 除湿ユニットが熱くなります。

２．乾燥剤の加熱再生終了後、 ユニット内のファンが急速除湿を
　　行います。

３．設定湿度より下がると除湿動作が止まります。

４．湿度が設定値より上昇すると再度除湿動作 （１） を行います。
　　上記のサイクル （１⇒２⇒３） をマイコン制御により繰り返します。

庫内
シャッター

【 庫内 】 【 庫外 】

特殊吸湿剤
（乾燥剤）

庫内
シャッター

庫外
シャッター

庫外
シャッター

８

● 庫内に入っている物をすべて取り出してください。

● 電源プラグを抜いてください。

● 棚を取り出していただくか、 棚や扉をテープで固定してください。

● 本体を持って移動 ・ 運搬してください。 ドアを持つと破損 ・ 故障の原因になります。

移動・運搬をするときは

●　加湿機能はありませんので、 デジタルパネルの
　　湿度設定が外気湿度より高く設定されている
　　場合は外気湿度以上にはなりません。

設定湿度にならない

●　乾燥剤に吸着した水分をヒーターで再生して
　　いるためですので、 問題ありません。

ドライユニットが熱くなる

●　電源プラグが抜けていませんか？

●　電源ヒューズやブレーカーが切れていませんか？

●　停電ではありませんか？

●　ＯＮ/ＯＦＦスイッチがＯＮになっていますか？

デジタルパネルに表示が出ない

故障かな？と思ったら　（修理をご依頼される前にご確認ください）

●　デジタルパネルの湿度設定が高くなっていま
　　せんか？

●　保管品を入れたばかりではありませんか？

●　水分を多く含んだ物が入っていませんか？

●　扉がきちんと閉まっていますか？

●　扉の開閉が多くありませんか？

●　センター支柱付タイプのセンター支柱を外した
　　まま使用していませんか？

湿度が下がらない

●　湿度センサーと制御基板のハーネスの接触不良
　　です。 各コネクターのハーネスの接触を確認して
　　ください。

デジタルパネルに「Ｅｒ」と表示される

●　庫内温度が６５℃以上になっている可能性があります。 電源を切り、 弊社へご連絡ください。

Ｍ‐Ｔｅｍｐシリーズの温度表示ランプが点滅している



９

●　正しくご使用いただいているにも関わらず保証期間中に製品に不具合を起こした場合、 無料で
　　修理をいたします。

●　なお、誠に恐れ入りますが不具合により生じた保管品の損害に関しては保証対象外とさせていた
　　だきますのでご了承ください。

製品保証に関して

故障のときはサービス部（ＴＥＬ：０４５‐８４１‐５５１１）にお電話ください

前頁チェック項目をご確認いただき故障と思われる場合は弊社サービス部（ＴＥＬ：０４５‐８４１‐５５１１）

までご連絡ください。

異常が発生した時はすぐに電源プラグをコンセントから抜いて

弊社サービス部（ＴＥＬ：０４５‐８４１‐５５１１）にご相談ください。

揮発性 ・引火性のあるものは入れない。 強酸性の薬品などは入れない。

電子ドライユニットの排気口をふさがない。 濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。

火災 ・故障の原因。

キャビネットの上に乗ったり、 重い物を置い
たりしない。

内部に熱がこもり、 火災や故障の
原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは必ずプラグを
持って抜いてください。

倒壊や落下の可能性があります。

火災 ・ けがの原因。

エーテル、 ベンジン、ＬＰガス、
シンナーアルコール、 接着剤などは

絶対に入れないでください。

腐食の原因。

塩酸 ・硫酸 ・写真用薬品などは
絶対に入れないでください。

ガラスに物をぶつけたり、 強い力を加えたり
しない。

注意

ガラスが破損する可能性が
ありますのでご注意ください。

異物を入れたり、 可燃性スプレーを吹き付け
たりしない。

電子ドライユニットを濡らす可能性のあるもの
を置かない。 また、 水のかかる場所で使用
しない。

電子ドライユニットの排気口などから
内部に指や金属類、 燃えやすい物

などを差し込まないでください。

水が電子ドライユニットに入った場合
火災 ・感電の原因となります。

電源コードを破損するようなことはしない。

電源コードを引っ張ったり、 傷つけたり、
物を載せたり、 加工 ・加熱したり、

無理に曲げたりねじったり、
高温部に近づけないでください。

電子ドライユニットの異常時 （煙が出る ・
こげ臭いなど） には電源プラグを抜く。

電子ドライユニット内部に異物や水などが
入ったり、 電子ドライユニットを破損した
時は電源プラグを抜く。

お客様による修理は危険ですので
弊社サービス部にご相談ください。

電子ドライユニットの分解 ・改造をしない。

内部には電圧の高い部分があり
感電の原因となります。

お客様による修理は危険ですので
弊社サービス部にご相談ください。

安全上のご注意

傷害又は物的損害を発生する可能性のあるもの。

ご注意ください。



１０

（４０％前後）

仕様

型　　　　名

湿度コントロール

湿度センサー

外寸Ｗ×Ｈ×Ｄ（mm）

内容量（リットル）

重量（ｋｇ）

キャビネット材質

扉材質

定格電圧

平均消費電力

棚耐荷重（分散荷重）

付属品

ＳＤＵ‐１２０６‐００　　 　ＳＤＵ‐１２０４‐００　　  　ＳＤＦ‐１７０６‐００　 　  ＳＤＦ‐１７０４‐００　　 　 ＳＤＦ‐１５０２‐００

マイコンコントロール式

静電容量型

１１８９ １１９２ １７２９ １７３１ １４５０

１００ｋｇ/枚･･･５枚（内切欠き棚１枚）　 　 １００ｋｇ/枚･･･２枚

１２００×１８４０×６６８ 　 １２００×１８４０×９６０ １２００×１５００×１０６０

２３．５Ｗ/ｈ=１６．９ｋＷ/月

１６７ １６２ ２０２ １９７ １８０

本体・棚 ： スチール（静電気対策塗装）　 　 本体・棚 ： スチール

スチール（静電気対策塗装） ・ ガラス

ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

カギ　　　 ２　　　　　　　スペーサー （調節用板）　  　４

型　　　　名

湿度コントロール

湿度センサー

外寸Ｗ×Ｈ×Ｄ（mm）

内容量（リットル）

重量（ｋｇ）

キャビネット材質

扉材質

定格電圧

平均消費電力

棚耐荷重（分散荷重）

付属品

ＳＤＦ‐１６０２‐００ 　　 　  ＳＤ‐１２０６‐０１　　 　 　ＳＤ‐１２０４‐０１　 　  　  ＳＤ‐７０２‐０１　　 　　　ＳＤ‐５０２‐０１

マイコンコントロール式

静電容量型

１６３０ １１９８ １２０１ ７１４ ５１８

２００ｋｇ（底板分散耐荷重） １００ｋｇ/枚･･･５枚（内切欠き棚１枚）　  ５０ｋｇ/枚･･･３枚（内切欠き棚１枚）

１３００×１２９０×１１００ １２００×１８４０×６６８　 ６２０×１８４０×７８０ ８８０×８９８×７４０

２３．５Ｗ/ｈ=１６．９ｋＷ/月 　１７．２Ｗ/ｈ=１２．４ｋＷ/月 １６．１Ｗ/ｈ=１１．６ｋＷ/月

２００ １６０ １５５ １１０ ６０

本体： スチール（静電気対策塗装） 　 本体・棚 ： スチール（静電気対策塗装）

スチール（静電気対策塗装） ・ ガラス

ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

カギ　　　 ２　　　　　　　スペーサー （調節用板）　  　４

型　　　　名

湿度コントロール

湿度センサー

外寸Ｗ×Ｈ×Ｄ（mm）

内容量（リットル）

重量（ｋｇ）

キャビネット材質

扉材質

定格電圧

平均消費電力

棚耐荷重（分散荷重）

付属品

ＳＤ‐３０２‐０１　　 　　　ＳＤ‐２５２‐０１　　   　　 ＳＤ‐１５１‐０１　　 　  ＳＤＭ‐１２０６‐０１　　 　ＳＤＭ‐７０１‐０１

マイコンコントロール式

静電容量型

３４７ ２５２ １４７ １１９０ ７２４

５０ｋｇ/枚･･･大４枚・小３枚　 ５０ｋｇ/枚･･･３枚（内切欠き棚１枚）　　　　　５０ｋｇ/枚･･･３枚　　 　１００ｋｇ/枚･･･５枚　　　 １００ｋｇ/枚･･･４枚（増設不可）

５００×１２２７×６４０　　 ８８０×８９８×３８０　　　５００×６３０×５８０　　 １２４０×１８６０×８１０　　９６０×１０３５×９８１

１５．６Ｗ/ｈ=１１．２ｋＷ/月 ３７０Ｗ/ｈ=２２６．４ｋＷ/月　  ３３５Ｗ/ｈ=２４１ｋＷ/月

６０ ３９ ２９ ２３５ １００

本体・棚 ： スチール（静電気対策塗装）　　　　　　　　　　　　　　　　　 本体・棚 ： スチール

スチール（静電気対策塗装） ・ ガラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スチール ・ ガラス

ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

カギ　　　 ２　　　　　　　スペーサー （調節用板）　  　４ カギ　　　 ２

型　　　　名

湿度コントロール

湿度センサー

外寸Ｗ×Ｈ×Ｄ（mm）

内容量（リットル）

重量（ｋｇ）

キャビネット材質

扉材質

定格電圧

平均消費電力

棚耐荷重（分散荷重）

付属品

ＳＤＨ‐１２０６‐０１　　　ＳＤＨ‐１２０４‐０１　 　  ＳＤＣ‐１５０２‐０１　　 【特注機】 ＵＰＳタイプ  【特注機】 パスボックスタイプ

マイコンコントロール式

静電容量型

１１９５ １１９７ １４７０

１００ｋｇ/枚･･･５枚（内切欠き棚１枚）　　　１００ｋｇ/枚･･･４枚（増設不可）

１２００×１８４０×８００　　　　　　　　　　１８１０×１６６０×９００

２３．１Ｗ/ｈ=１６．７ｋＷ/月

１９８ １９３ １６０

本体・棚 ： スチール（静電気対策塗装）

スチール（静電気対策塗装） ・ ガラス

ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

カギ　２　　　スペーサー （調節用板）　４

１７．２Ｗ/ｈ=１２．４ｋＷ/月
冷房時：５７０Ｗ/ｈ=４１０．４ｋＷ/月

暖房時：４８０Ｗ/ｈ=３４５．６ｋＷ/月

特注機のため仕様が異なります。

納入仕様書をご参照ください。

カギ　　　 ２


